
 

５ 令和５年度 学校評価実施報告書 
 
次のとおり学校内評価を実施しましたので報告します。 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 28 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①知識・技能の習

得だけでなく、自

ら課題を発見し、

他と協働して解決

する力などを含む

「自ら学ぶ力」を

育む学習活動を実

践する。 

②生徒一人ひとり

の多様な学習目標

や進路希望を踏ま

えた教育課程を展

開する。 

 

 

①ＳＳＨとして

行われる探究的

な授業を通じて

科学的思考力の

育 成 を す す め

る。また、対話

的な学習などを

通じて思考力・

表現力を高め、

学力の向上をめ

ざす。 

②の目標を達成

するためには、

第 1学年で幅広

い学習が必要に

なる。その一つ

の指針として 35

週総授業数

（1120 時間）の

100％達成を目指

す。  

①探究の学習の

カリキュラムの

検討を進める。

授業改善のため

の研究授業や研

修を行い、重点

スキルを教科ご

とに整理して明

確化する。 

②予定総授業数

（年間 1120 時

間）の 100％達成

を目指し、授業

確保する。  

①重点スキルの共

有により、授業力

が向上したか。各

教科の授業の中で

資質・能力を育成

する取組が授業評

価の結果として表

れたか。進学重点

エントリー校とし

ての指標は達成で

きたか。 

②予定総授業数

（年間 1120 時間）

に対する実施授業

数の達成率で評価

する。  

① ①各学年に応じての探究のあり

方を考え、本校としての指導計

画の構築をめざした。 

② 今年度は「分析力」を伸ばすな

ど、科学的思考力の育成を進め

た。 

③ アンケートでは、１・２学年と

も８割以上が探究に対して興味

を持って意欲的に取組んでいる

様子がうかがえる。 

グループワークやペアワークを

適宜行い、生徒が主体的に考

え、判断・表現する環境ができ

た。 

②35 週総授業数（1120 時間）

については 100％達成すること

ができた。 

 

① ①来年度の探究の時間

についてＴＴのあり方

を改善する。 

② 生徒が探究の成果など

を外部で発表できるよ

うに働きかける。 

③ エントリー校として各

指標について、評価の

視点・水準について、

概ね達成することがで

きたが、すべて水準を

超えることはできなか

った。 

④ ②35 週総授業数（1120

時間）を達成すること

ができたが、生徒の授

業評価の結果等から、

探究的な学びに向けた

授業改善の取組が課題

となった。 

①「生徒による授業評価」

とは別に、１・２学年の探

究の振り返りアンケートも

含め、ＳＳＨの振り返りを

見てそれらを根拠として

１・２学年とも８割以上が

探究に対して興味をもって

意欲的に取組んでいる様子

が伺える。 

①「生徒による授業評価」

結果において、第１回と第

２回で変化が見られるが、

科目を総合的に組み合わせ

ると別の特徴が現れる。科

目による依存性が変化する

だろう。きっかけが作られ

れば面白い。 

①ＳＳＨの取組みにつ

いて、「新たな検証・

評価方法の導入の検

討」や「教科における

探究的な学習」などを

各教科で議論をしたこ

とにより、少しずつで

はあるが定着しつつあ

ることが、職員向けの

アンケート結果からも

表されている。その中

で、学校として目指す

方向について改めて共

有していくことがより

よい推進につながって

いくと思われる。 

①ＳＳＨについ

ての職員研修、

「緑の探究」に

関わる職員の増

加、スクールポ

リシー及びグラ

ンドデザインの

修正等により改

善する。 



 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 28 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

２ 

生徒指導 

 

・支援 

①部活動などを通

し、生徒の自主的

活動を支援し、人

間性や社会性を培

い、企画力、行動

力の向上を図る。 

②人間性や社会性

の醸成基盤とな

る、安心安全な学

校生活が営めるよ

う、きめ細かな個

別支援体制を構築

する。 

①委員会活動や

部活動を通し、

生徒が主体的に

活動することが

できる環境を整

える。 

②生徒情報交換

会・「気になる

生徒情報シー

ト」を用いた情

報共有の手順を

継続しつつ、Ｓ

Ｃ・ＳＳＷ・教

育相談コーディ

ネーター・関係

職員等が連携を

密にした、継続

的な支援が可能

な仕組みづくり

ににとりくむ。 

①学校行事、委

員会活動の企画

や部活動の計画

を生徒自らに立

案させ実行する

ことができるよ

う な 支 援 を 図

る。 

 

②ＳＣ・ＳＳＷ

の来校日が増え

たことによる教

育相談業務の変

化をふまえ、教

育相談業務の役

割分担を明確化

し、実情に応じ

た支援を行える

ようにする。 

 

 

①学校行事、委員

会活動の企画や部

活動の年間計画を

生徒自らに立案さ

せ計画に基づいて

活動させることが

できたか。 

 

②教育相談体制の

改良に取り組みつ

つ、適切な情報共

有や支援を関係者

と協働して行うこ

とができたか。 

①学校行事、委員会活動の企画

や部活動の年間計画の様式を準

備した。 

生徒の主体的な活動の支援を、

担任・副担任・教科担当で生徒

情報を密に共有し、適切な指導

を行った。 

LHR を中心として生徒の主体的

な活動をおこなった。 

②生徒情報交換会・サポートド

ックを活用して、支援が必要な

生徒を継続的に見守る体制を構

築できた。 

教育相談コーディネーターが事

案に応じて SC・SSW それぞれに

役割を割り振り、より効果的な

支援を実施することができた。 

SC・SSW の来校日をこまめに広

報するなどして、生徒や保護者

が SC・SSW の存在をより身近に

感じるようになった。 

SSW が職員室にも定期的に駐在

することで、職員との連携が図

りやすくなった。 

①生徒自らに今年度中

に来年度に向けての各

行事の計画をたてさ

せ、それに基づいて活

動できるよう図る 

②生活面での生徒の課

題が深刻化する前に支

援につなげていける体

制へ、より改善してい

くことが課題である。

特に若手教員がどのよ

うに支援体制を活用し

ていくかを研修する機

会を検討する。 

生徒支援の経験が多く

ない若手の職員が増え

ていることから、生徒

にかかわる不測の事態

が起きたとき、職員が

どのように対応するか

が明確になるように、

簡易な手順を職員間で

共有する必要がある。 

 

①創立 100 年を迎えたが、

普段の学校生活や学校行事

等において主体的に活動す

る伝統が引き継がれている

ことが参観や見学から実感

できる。 

②生徒支援として、SSW へ

の相談の需要が多いという

ことだが、今後も相談日を

増やしてもらうことは可能

か。 

 

①生徒自らが立案した

計画に基づき各活動に

対して主体的に取り組

む姿勢が見られるよう

になった。 

今年度の取り組みを振

り返り、課題を整理し

改善させる必要があ

る。 

①引き継ぐ内容

を整理し生徒同

士が互いに話し

合い、次年度の

計画を立案する

ことができるよ

うな支援を行

う。 

３ 
進路指導 

・支援 

①進路実現に向

け、生徒一人ひと

りに応じた支援を

行うとともに、幅

広い教養を持つ大

切さや、主体性と

人間性の涵養を図

る。 

 

 

 

 

①３年間を見通

したキャリア教

育 の 実 践 を 図

る。 

①キャリアガイ

ダンス等の進路

行事を通して、

３年間で培う力

を生徒に意識づ

ける。 

 

①キャリアパスポ

ート等を用いて生

徒が自己の成長を

年３回以上ふりか

えることができた

か。 

 

①定期的な集会や講演会での情

報発信を通して、生徒が３年間

の見通しをもってキャリアプラ

ンニングができるよう支援する

ことができた。 

模試の解きなおしを促したり面

談を実施したりすることで、学

習習慣を見直す生徒が増え、生

徒の学ぶ意欲を高めることがで

きた。 

①キャリアパスポートに関して

は、より細やかに生徒が成長を

振り返ることができることに対

し課題が残った。 

①講演会では外部講師

を招くなど、生徒がよ

り広い視野をもってキ

ャリアプランニングが

できるよう支援する。 

①キャリアガイダンス

や大学模擬授業などで

学んだことを蓄積し、

自分の変容をつぶさに

みとることができるよ

うなキャリアパスポー

トの作成を目指す。 

①教員以外の大人の探究活

動を招いて学ばせたい希望

について、卒業生は人材が

豊富であり多様な分野から

支援できる。 

①中学校ではキャリアパス

ポートはそれぞれの工夫を

行い端末で行っている。   

〇高校で一つのことにこだ

わって、目標を見失ってい

るケースもある。目標を見

つけられることが大切だと

思う。 

①同窓会と協働し、生

徒がより多くの大人と

対話することで自らの

キャリア形成ができる

ような取組を実施した

い。 

①中学校からのキャリ

ア学習を接続できるよ

う高校でも教材をポー

トフォリオ化していき

たい。 

〇自分の適性を理解し

ての進路選択や、研究

したい学問野との出合

いを支援していきた

い。 

①広報グループ

と連携し、OBOG

と対話できる機

会を提供する。 

①キャリア学習

の振り返りを定

期的に行う声か

けをする。 

〇進路選択に向

けて必要な情報

をさまざまな形

態で提供する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 28 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等と

の協働 

①地域とともに発

展し、信頼される

学校づくりを推進

する。 

②後援組織との連

携を深め、学校教

育支援体制の充実

と地域の人づくり

のための貢献を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

①学校の教育活

動全般を公開す

ることにより地

域からの理解を

より深める、 

②後援組織の協

力を基に公開講

座の魅力が多く

の生徒や地域に

伝わるようにす

る。 

①ホームページ

をより一層新し

い情報の提供や

見やすくなるよ

う に 改 善 を 図

る。また、生徒

グループと協力

し部活動など定

期的な更新を進

めることができ

るようにする。 

②公開講座の魅

力が多くの生徒

や地域に伝わる

ように情報発信

の方法を工夫す

る。 

 

 

①ホームページが

より一層新しい情

報の提供や見やす

くなるように改善

を図ることができ

たか。また、生徒

グループと協力し

部活動など定期的

な 更 新 が で き た

か。（更新率 90％

以上） 

②公開講座の魅力

が多くの生徒や地

域に伝わるように

情報発信の方法を

工夫することで参

加者が 15 人以上な

ったか。 

①ホームページがより一層新し

い情報を提供し見やすくなるよ

うに改善を行った。その結果、

各出来事について１週間以内に

発信することができた。しかし

部活動の更新については、週１

回以上の更新を行うことができ

なかった。 

②情報発信の方法を工夫し地域

や後援組織等を通じて公開講座

の告知を行うことや、平日にも

開催することで、実施した２回

の合計で 68 人の参加があっ

た。 

①ホームページを通し

ての、部活動等活動状

況の更新については、

教職員へ講習会を行う

ことで、更新率を上げ

る。 

②魅力的な内容となる

公開講座が設定できる

よう、後援組織等と協

力し、参加者を増やす

ことで、学校理解を促

す。 

①町内会でもホームページ

を立ち上げているので、学

校情報を案内をいただけれ

ばと思う。 

緑高セミナーについては掲

示板には掲示した。 

 

①ホームページを通し

て学校の教育活動をよ

り早く地域へ発信する

ことができた。 

部活動の更新率を上げ

る必要がある。 

②後援組織の協力を得

て公開講座を実施する

ことができた。 

生徒の参加率がまだ低

いので検討が必要であ

る。 

①部活動のペー

ジの更新率を上

げるため大会等

の結果のみでは

なく日頃の活動

も発信すること

ができるように

したい。 

②生徒の参加率

が低い原因をア

ンケート等で調

査し、改善でき

るようにした

い。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①全職員が参画

し、組織的・機動

的な学校運営体制

を推進する。 

 

②生徒・保護者に

信頼される学校を

維持するために事

故不祥事防止に取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒の学校生

活が安定して継

続できるように

学習、課外活動

や進路に対する

支援体制の構築

をめざす。 

②さまざまな視

点での事故や不

祥事防止への意

識を職員間で共

有することによ

り、信頼される

組織をつくる。 

①教員の研修機

会を確保して組

織的な学校運営

を目指す。ま

た、必要に応じ

た設備の整備な

どを進める。課

外活動や進路に

対する支援体制

の構築をめざ

す。 

②日常から職員

間での声掛けに

つとめて、気に

なることを放置

しない雰囲気づ

くりに努める。

過去の事例に倣

い、事故防止に

向けた方策をた

てる。 

①研修会や情報交

換が、昨年度より

活発に行えたか。

オンラインなどの

授業が滞りなく実

施できたか。 

②事故防止の意識

啓発を、月に１回

以上実施すること

ができたか。事故

の防止のための方

策が明確に示され

たか。 

①生徒情報の交換会や情報共有

について、体制を構築すること

ができたが、学校運営に向けた

教育目標等に関する研修会を組

織的に実施することはできなか

った。 

②事故防止の意識啓発について

は、場面に応じた研修を通して

未然防止に努め、その結果事故

不祥事等はなかった。 

 

①教職員向けの、年間

を通した計画的な探究

活動の研修が行われな

かったことを踏まえ、

本年度中に次年度の計

画を用意する。 

⑤ また、全教員で取組む

ことを目指して、共通

理解を深めるための研

修をすすめる。 

②今後も事故防止に向

けた取り組みが自分事

として捉えられるよう

な研修を計画する。 

②大学でも個人情報はダブ

ルチェックを徹底させて、

事故防止に向けた取り組み

をかなり行っている。ミス

を事故にしないことや相談

できる体制が大切である。 

①ＳＳＷが配置された

ことで、多様な生徒の

情報を入手することが

できるようになった

が、職員間での情報共

有については、関係す

る一部の職員にとどま

り、組織的に対応する

ことができなかった。 

②事故防止の啓発は頻

繁に実施するだけでな

く、円滑な報告によっ

て、ミスを事故にする

ことなく対処できた

が、ミスを減らす取り

組みについては課題と

なった。 

①年間行事予定

表に職員研修等

を組み入れて、

見通しを持ち組

織的な取り組み

となるようにす

る。 

②事故防止に向

けた標語を職員

に募集するな

ど、自分事とす

る取組を行う。 

 

 

 


